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■４Rで循環型社会を
■協働の地域づくり懇談会

▲7月29〜 31日　第４回東京ヤクルトスワローズカップ少年野球交流大会

野球少年たちが集結！

ヤクルトスワローズゆかりの４市から

真夏の西都原に

（紺：西都市） （緑：松山市）

（黄：浦添市）

（赤：燕市）
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行政相談相

相 相談 他

県内一斉
消毒の日他無料法律相談相

休日納税相談相

消費生活無料相談相

無料人権相談相

その他

国民健康保険高齢受給者証・後期高齢者医療被保険者証の交付式他

イ イベント

テニスの日 初心者のためのテニス教室（詳細は 20 ページに掲載）

イ 第 20回記念 昼間版 
『一夜の歌声喫茶』イ さいとぷち

マルシェ

敬老の日

イ

イ 第24回さわやか
市民スポーツ大会

イ 平郡十五夜踊

イ 西都市戦没者追悼式

秋分の日

消費生活無料相談相

イ 第 38 回西都市高齢者スポーツ大会

イ 緊急災害対策コンサート
（詳細は 20 ページに掲載）

イ 第 6回 山ん盆まつり

さいと

今月の表紙
スワローズゆかりの４市（本市・
沖縄県浦添市・愛媛県松山市・
新潟県燕市）の少年野球交流大
会。第４回となる今大会は本市
で初めて開催され、少年たちが
熱戦を繰り広げました。
※ 23 ページ「市長のやっちょる
　や通信」にも掲載しています。

休日在宅医

日月 曜 病院名 主な診療科目
電話番号

休日在宅医は変更になることがあります。
事前に電話でご確認ください。
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日
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9

10

9 こうの整形外科

いわみ小児科医院

黒木胃腸科医院

上野医院

上山医院

水田内科医院

すぎお医院

とめもり小児科

佐藤クリニック

整形外科
43-2200

10

小児科
42-1500
内科・胃腸科
43-1304
内科

44-5100
整形外科
43-1129
内科

43-1115
胃腸科・内科
41-1177
小児科
43-5884

泌尿器科・内科
43-5309

消費生活無料相談（要予約）
　日時　9 月 6 日（火）13 時〜 16 時
　　※次回は 10 月 4 日（火）
　　※相談時間は１人 30 分です。
　会場　市役所南庁舎１階
　予約・問い合わせ　
　　生活環境課　☎ 43-1589
行政相談
　日時　9 月 8 日（木）10 時〜 12 時
　会場　市役所南庁舎１階
　問い合わせ　生活環境課　☎ 43-1589
無料人権相談
　日時　9 月 20 日（火）10 時〜 15 時
　会場　市役所南庁舎１階
　問い合わせ　市民協働推進課　☎ 43-1204
無料法律相談 (要予約 )
　日時　9 月 20 日（火）13 時 30 分〜 16 時
　会場　総合福祉センター
　予約・問い合わせ
　　社会福祉協議会　☎ 43-4613
休日納税相談
　日時　9 月 25 日（日）９時〜 16 時
　会場　市役所税務課
　問い合わせ　税務課　☎ 43-1061
交通事故相談（要予約）
　日時　平日の９時〜 16 時
　会場　西都地区交通安全協会
　問い合わせ　生活環境課　☎ 43-3485
　　西都地区交通安全協会　☎ 43-0294
母子手帳交付
　日時　毎週火曜　13 時〜 13 時 30 分
　会場　保健センター１階
　問い合わせ　健康管理課　☎ 43-1146
県内一斉消毒の日
　期日　9 月 20 日（火）※毎月 20 日
　問い合わせ　農政課　☎ 43-0382
国民健康保険高齢受給者証・
　後期高齢者医療被保険者証の交付式
　日時　9 月 30 日（金）９時〜
　会場　コミュニティセンター３階
　該当者　昭和 21 年 9 月２日〜 10 月１日生
　　　　まれの国民健康保険の方、昭和 16 年
　　　　10 月１日〜 10 月 31 日生まれの方
　　　　※該当者には文書を郵送します。
　問い合わせ　健康管理課　☎ 43-0378

第20回記念　昼間版『一夜の歌声喫茶』
日時　9／ 25（日）　13時 15分～15時 30分
会場　市民会館
内容　ギターやアコーディオンなどの生伴奏で、あなた
　　　の好きな歌を皆で歌います。
　　　事前に下記に電話で申し込みの上、当日受付にて
　　　参加費 450円をお支払いください。
【問い合わせ】　西都レク事務局 松下 ☎080-5065-5932

第24回さわやか市民スポーツ大会
日時　9／ 4（日）　8時から開会式
会場　清水台総合公園多目的広場B面
　　　※雨天時は室内競技のみ市民体育館で実施。
【問い合わせ】　スポーツ振興課　☎43-3478

さいとぷちマルシェ
日時　9／ 25（日）　10時～18時
会場　コミュニティプラザパオ１階センターコート
【問い合わせ】　さいとマルシェ実行委員会　☎35-4029

まちなかギャラリー夢たまご　☎42-0027
■開館時間　10時～17時　■休館日　月曜
9 月 11日（日）まで　  弥勒祐徳 色紙展
9月 13日（火）～18日（日）　税田啓一郎 絵画作品展
9月 20日（火）～25日（日）　
　　　　　三人展（陶器・ガーゼ服・和小物）
　　　　　出展者…工房 満、ガーゼ服 彩、和 あらかわ

第38回西都市高齢者スポーツ大会
日時　10／ 5（水） 　10時～15時
会場　清水台総合公園多目的広場Ａ面
　　　※雨天時は市民体育館
内容　高齢者クラブ活動の一環として開催されます。
【問い合わせ】　市高齢者クラブ連合会事務局
　　　　　　　（市社会福祉協議会内）　☎32-0910

第6回　山ん盆まつり
日時　9／ 18（日）　18時 30分～21時 30分
会場　旧銀上小グラウンド
内容　太鼓演奏、竹灯籠の点火、盆踊り、花火など
【問い合わせ】　市東米良支所　☎49-3031

平郡十五夜踊
日時　9／ 10（土）　19時～
会場　三納平郡公民館
内容　平郡地区に伝わる市指定無形民俗文化財。
【問い合わせ】　観光協会　☎41-1557

西都市戦没者追悼式
日時　10／ 1（土）　9時開場、10時開式
会場　市民会館
内容　戦争の悲惨さや平和の尊さを後世に伝え、恒久平
　　　和を祈念する意味を込めて開催します。
【問い合わせ】　福祉事務所　☎32-1010

カレンダーイベント相談・その他

この広報紙内に掲載されている電話番号で、市外局番の記載がないものは、
全て（0983）になります。

 問い合わせ　●税務課　☎32-1001
◆健康管理課 介護保険係　　☎43-3024
◇健康管理課 高齢者医療係　☎43-0378

市税などの納期のお知らせ

納付期限＝9 月 30 日（金曜）

●国民健康保険税（3期）　
◆介護保険料（3期）
◇後期高齢者医療保険料（3期）　
※口座振替・コンビニ払いも利用できます。

　納期内の納入をお願いします。
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西都夏まつり2016　主なステージ・催し

7 月 22日（金） 7月 23日（土） 7月 24日（日）
○互親組太鼓台
○わんぱくキッズ発表会
○THE 太鼓フェスタ
○西都古墳太鼓保存会
○軽装甲機動車展示
　　　　　　　　　など

○市民総おどり
○EPOミニコンサート
○やくみこし
○西都歌うまい王決定戦
○妻高ステージ
　　　　　　　　　など

○互親組太鼓台
○Dance・ダンス・だんす
○バンド天国
○西都商ステージ
○せんぐまき
　　　　　　　　　など

　

今
年
も
本
市
４
大
ま
つ
り
の
一

つ
で
あ
る
『
西
都
夏
ま
つ
り
』
が

７
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日

間
、
あ
い
そ
め
広
場
な
ど
の
市
中

心
部
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
３
日
間
で
約

２
万
４
千
人
が
集
ま
り
、
西
都
の

町
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
初
日
と
最
終
日
に
は
、
西
都
夏

ま
つ
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
も

あ
る
互
親
組
太
鼓
台
が
、
ラ
ッ
パ

の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
勇
壮
に
市

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
２
日
目

に
行
わ
れ
た
の
は
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
市
民
総
お
ど
り
。
事
前
に

申
し
込
み
を
し
た
市
民
17
団
体
、

３
８
０
人
が
、
西
都
音
頭
な
ど
を

踊
っ
て
、
ま
つ
り
気
分
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
Ｃ

Ｍ
曲
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
持

つ
Ｅエ

ポ
Ｐ
０
さ
ん
が
登
場
。
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
市
外
か
ら
も
ゲ
ス

ト
を
招
い
た
太
鼓
演
奏
や
、
ダ
ン

ス
ス
テ
ー
ジ
、バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
企
画
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
々
は
、
出
店
の
料
理
や
飲

み
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
西
都
の

夏
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
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み
』
の
中
で
、最
も
多
い
の
が
『
生

ご
み
』
で
す
。『
生
ご
み
』
の
半

分
以
上
は
水
分
な
の
で
、
し
っ
か

り
水
切
り
を
し
て
出
す
だ
け
で
、

ご
み
の
減
量
・
処
理
費
用
削
減
に

絶
大
な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

■
『
資
源
ご
み
』
の
分
別
徹
底

　
『
資
源
ご
み
』
の
排
出
量
は

約
１
１
７
０
㌧
（
資
源
化
率

約
20
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。『
資
源
ご
み
』
は
、
売

り
払
い
、
ご
み
処
理
費
用
に
充
て

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、『
資
源

ご
み
』
を
し
っ
か
り
分
別
す
る
こ

と
が
、『
可
燃
ご
み
』
の
減
量
に

も
間
接
的
に
繋
が
り
、
ご
み
処
理

費
用
の
抑
制
に
確
実
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

■
事
業
所
も
資
源
ご
み
の
分
別
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

事
業
所
か
ら
出
る
可
燃
ご
み

（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）
も
総
ご

み
量
に
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
分
別

を
し
っ
か
り
行
い
、
ご
み
の
減
量

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、『
ご
み
減
量
・
分
別
』

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
市
の
総
ご
み
排
出
量
（
平
成

27
年
度
）
は
約
７
５
３
６
㌧
で
す

（
図
１
）。
直
近
５
年
間
で
は
最
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。『
燃
や

せ
る
ご
み
』
の
量
は
、
平
成
25
年

度
と
比
較
す
る
と
約
５
５
０
㌧
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、『
燃
や
せ
る
ご
み
』
は

宮
崎
市
の
『
エ
コ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
み
や
ざ
き
』
で
処
理
し
て
い
ま

す
。
そ
の
重
量
に
応
じ
た
費
用
を

各
市
町
村
が
負
担
し
て
い
る
た

め
、『
燃
や
せ
る
ご
み
』
の
増
加

は
経
費
（
市
の
負
担
金
）
の
増
加

に
直
接
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

■
『
燃
や
せ
る
ご
み
』
の
減
量

　

家
庭
か
ら
出
る
『
燃
や
せ
る
ご
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ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。
袋
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
は「
粗
大
ご
み
」

に
な
り
ま
す
の
で
、
粗
大
ご
み
置

場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ご
み
収
集
計
画
表

　
で
持
ち
込
め
る
も
の
を
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

缶
ジ
ュ
ー
ス
の
キ
ャ
ッ
プ

は
「
金
属
類
」
で
出
し
て
下

さ
い
。「

燃
や
せ
な
い
ご
み
」
で
出

  

し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
マ
ー
ク
（
左
参
照
）

の
あ
る
も
の
は
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
」、
金

　
属
製
の
容
器
は
「
金

　
属
類
」
に
な
り
ま
す
。

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
で
出
す
場
合
は
、
幹

　
径
12
セ
ン
チ
・
長
さ
80
セ
ン
チ

　
程
度
に
し
、
ひ
も
で
縛
っ
て
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。
葉
っ
ぱ
が
つ

　
い
て
る
と
搬
入
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
葉
は
全
て
落
と
し
て
く
だ
さ

　
い
。１

枚
ず
つ
80
セ
ン
チ
以
内

に
折
り
た
た
み
、
ひ
も
な
ど

で
縛
っ
て
粗
大
ご
み
置
場
に
出
し

て
下
さ
い
。
収
集
袋
に
入
る
も
の

は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
で
出
し
て

下
さ
い
。 西

都
児
湯
環
境
マ
ス
コ
ッ
ト

こ
ふ
ん
ち
ゃ
ん

　　　　　　■問い合わせ　生活環境課　43-3333 ４
Ｒ

※資源化率：『総ごみ排出量』から『持込ごみ（事業系）』を差し引いたものに対する『資源ごみ』の割合

Refuse（リフューズ）＝いらないものは断る

Reduce（リデュース）＝ごみを減らす

Reuse    （リユース）    ＝繰り返し使う

Recycle（リサイクル）＝資源として再利用

図1　総ごみ排出量図2　資源ごみ排出量

燃やせるごみ
3,995t

資源ごみ量
1,170t

総ごみ量
7,536t

燃やせないごみ  95t粗大ごみ  313t

缶・ビン類
253t

プラ容器　290t
金属類　99t

古紙類
312t

衣類　139t

蛍光管 0.36t 乾電池  9t

燃やせるごみ
3,995t

資源ごみ 1,170t
（資源化率　20.9％）

持込ごみ
（事業系）
1,963t

持込ごみ
（事業系）
1,963t

缶・ビン類
253t

古紙類
312t

資源ごみの内訳

ペットボトル
68t

ペットボトル
68t

プラ容器　290t
金属類　99t

衣類　139t

で

　
循
環
型
社
会
を

　現在、『蛍光管』は、
【燃やせないごみ】と
して回収しています
が、更なる再資源化
を推進していくため、
今後は【資源ごみ】
として回収していきます。
　今年度から来年度にかけて、運用期間と
し、市役所生活環境課および粗大ごみ置場
に『蛍光管回収ボックス』を設置していま
すので、拠点回収にご協力をお願いします。

※拠点回収では、蛍光管のみを
　　　　　　　  そのままお持ちください。

『蛍光管』の分別

拠点回収（左：粗大ごみ置場、右：生活環境課）

RefuseReduce

ReuseRecycle

４Ｒ

リデュース リフューズ

リサイクル リユース

４R はごみ減量の合い言葉

環境を守るために４R の実行を！

本
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図１）本市における死亡原因の割合

表１）ステージ別　胃がん・乳がんの 5年生存率

がん
27.1％

心疾患
15.5％

肺炎
12.0％

脳血管疾患8.7％

老衰 8.3％

不慮の事故
4.1％

腎不全
2.6％

自殺 2.0％

慢性閉塞性
肺疾患1.7％

その他
18.0％

（平成 26年）

早期発見・早期治療で生存率が高まります。

※ステージ…がんの進行度を分類するもの。数字が大きいほど進行した
　　　　　　がんを表す。

資料：財）がん研究振興財団『がんの統計 ‘15』

ステージ※

胃がん

乳がん

Ⅰ期 Ⅲ期Ⅱ期 Ⅳ期
進行

97.2％　   66.0％　  47.2％　　7.2％

99.9％　   95.2％　  79.7％　  32.6％
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あなたのライフスタイルをチェック
そして今日からチェンジ！

がんを防ぐための新12か条がんを防ぐための新12か条

1条

12条11条10条9条8条

7条6条

5条4条3条2条
たばこは
　　吸わない

他人のたばこの煙を

できるだけ避ける

お酒は
　ほどほどに

バランスの
取れた食生活を

塩辛い食品は
控えめに

野菜や果物は不足に

ならないように
適度に運動

適切な体重維持
ウイルスや細菌の

感染予防と治療
定期的な
　がん検診を

身体の異常に気がつ

いたら、すぐに受診を
正しいがん情報で

がんを知ることから

　本市では、毎年5月から2月末まで各種がん検診を実施しています。
　受診の方法や場所については、「がん検診受診券はがき」、知っ得ガイド、市ホームページ
をご覧ください。受診した結果、精密検査が必要な場合は、自己判断で放置せず、必ず医療
機関で検査を受けてください。異常なしの方も、早期発見のために、年に１回（乳がんは２
年に１回）のがん検診を継続して受診しましょう。

西都市のがん検診・・・市の助成により、下記の金額で受けることができます。

※満 70歳以上の方、65歳以上の方で後期高齢者医療の障害認定を受けている方、市民税非課税世帯、
　生活保護世帯の方は無料
※西都市国民健康保険の方、ＪＡ西都女性部に加入の本人・家族は補助があります。
※今年度分の肺がん検診は受付を終了しました。

平成28年度の新たな取り組み

お持ちですか？「がん検診受診券はがき」
がん検診対象者には、4月の下旬に
「がん検診受診券はがき」（右写真）
を送付しました。
市のがん検診を受診する際に必要です。
※紛失された方には再発行いたします。

New!

宮崎県のがん情報サポートサイト
　　 「がんネットみやざき」

 http://www.msuisin.jp/gan-net/

がん検診、治療、相談・支援など、
宮崎県のがんに関する情報が掲載さ
れています。

対象者 検診内容 自己負担額

胃がん

大腸がん

肺がん

乳がん

子宮頸がん

前立腺がん

検診の種類

40歳以上の市民

40歳以上の市民

40歳以上の市民

30歳以上の女性
（２年に１回）

20歳以上の女性

50歳以上の男性

胃部Ｘ線検査（バリウム
検査）または内視鏡検査

便潜血検査（2日法）

ヘリカルＣＴ

マンモグラフィ検査・
超音波検査

視診・子宮頸部の細胞診
・内診

血液検査（ＰＳＡ検査）

胃部Ｘ線検査　1,200 円
内視鏡検査　　3,000 円

600円　
※今年度 41歳になる市民は無料

3,000 円

3,000 円
※今年度 41歳になる女性は 900円

1,000 円
※今年度 21歳になる女性は無料

集団検診　500円
個別検診　1,000 ～ 1,700 円

を受けましょうがん検診

①前立腺がん検診を開始しました。 ②西都市乳がん検診の
　　　　　　　実施医療機関が増えました。　前立腺がんは、男性がんの2015年罹患数（予

測値）第１位であり、本市では、平成 26年に
7人の方が亡くなっています。
　そこで、50歳以上の男性を対象に、前立腺
がん検診（ＰＳＡ検査）を開始しました。ＰＳ
Ａ検査は約 1ｍl の血液で測定でき、前立腺が
んを早い段階で発見できる検査方法です。
※西都市国保特定健診と同時に受けるとお得
　です。

６月から、本市の乳がん検診実施医療機関に
『All About Breast 乳腺外科クリニック（宮
崎市）』と『まつ婦人科クリニック（宮崎市）』
を追加しました。
※まつ婦人科クリニックは、市の子宮頸がん
　検診も受診できます。

■問い合わせ　健康管理課 健康推進係　☎43-1146
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　「コワイ」「面倒くさい」「元気だか
ら大丈夫」そんな理由からがん検診を
避けていませんか？それはがんのこと
をよく知らないことからくる思い込み
かもしれません。
　まずは、がんの現状を知り、家族・
友人・ご近所さんと声を掛け合って、
定期的にがん検診に行きましょう。

9月は がん征圧月間 です9月は がん征圧月間 です

自
分の

ために、大切な人のために
…

へ行こうがん検診



平成28年度 協働の地域づくり懇談会
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　民生委員として１区長１民生委員を目標に
見直しを行っているが、区によって世帯数が
大きく違う。区割りの見直しを行い、負担が
均等になるように１区長 200 ～ 300 世帯
くらいに検討してほしい。

【総務課長】区のあり方については、今後、
区長会と協議を行っていく。

　地域づくり協議会の拠点づくりについて、
妻北と妻南の事務所が一緒になっている状態
では不都合が多いので、検討していただきた
い。それと、妻地区での公民館加入世帯数は
非常に少なく、街の中心部ほど公民館がない
ということで組織化されていない。そこをな
んとかしないといけない。

【市民協働推進課長】妻北と妻南の地域づく
り協議会の事務所について、現在は中央公民
館内に設置されているが、中心市街地活性化
の計画や公共施設の建て替え計画との関係も
考慮しながら検討していきたい。
　また、市の中心部において公民館がなく地
域が組織化されていないという点について、
公民館を建設するには地域住民の意思形成が
必要であるためなかなか難しい。公民館の有
無に関わらず、まずは自治組織への加入促進
が必要と思われる。自治公民館のあり方など
を含めてどう取り組んでいくか協議していき
たい。

　地区に多くの指定避難場所があるが、場合
によっては道路が寸断されたり、河川が切れ
たりして指定避難場所に行けなくなることも
考えられる。その場合は各集落の公民館を準
避難場所にして、物資などをある程度置いて
おかないといけないのではと考えるが、意見
を伺いたい。

【危機管理課長】非常備蓄品について、毛布
などは各地区館にはあるが、全ての公民館に
はない。自分の生命は自分で守る意識が必要。
想定する災害に応じ対処する非常時持ち出し
備蓄品を各自準備するなど、各自治会、自主
防災組織でも検討いただくように啓発を行
う。

【市長】	自主防災組織を作ることにより地元
公民館に備蓄する費用を出すことができるの
で、ぜひ、公民館単位の自主防災組織を作っ
ていただきたい。

　消防団員数は何とか確保されてるが、若者
が少ないのか、新規の加入も無いので人員の
入れ替わりも無く人数確保している状態だ。
新入団員の確保のため、団員や区長が直接声
掛けをしてお願いしているが、無理矢理もで
きず、なかなか入ってもらえない。良い案が
あればお聞きしたい。

【消防長】全国的にも団員の高齢化が課題と
なっている。本市でも新しく入団する若い人
が少なく、退団した元団員が再入団するとい
う状況が見受けられている。市でもホーム
ページ・広報紙などでの広報活動、報酬の改
善、活動服などの支給、消防団車両などの整
備、消防団応援の店事業などを行っている
が、新規の入団も少なく苦慮している。これ
からも消防団員確保のため広報活動や処遇の
改善、施設の整備などの取り組みを実施して
いきたい。

　市長の話で農業の担い手を増やすという話
があった。インターネットを使った西都市の
農産物の販売ができないかと検討しているの
で、市が過去に農産物のネット販売を検討し
たことがないのかを伺いたい。

【農政課長】過去にネット販売について市内
の商工団体と手がけたが、今は直接市が関
わっているネット販売はない。現在、市内の
農業者が新たに法人組織を作り、県の補助事
業を活用してホームページの構築を検討する
など新たな動きが出てきている。ふるさと納
税の返礼品の農産物に注文が多くなってお
り、本市の農産物に魅力を感じる人も多くい
ると考えている。市でも販路拡大に繋がる事
業に対する補助事業を創設しているので、国・
県・市の補助などを活用し販路拡大に繋がる
事業支援を行っていきたい。

　中尾地区は携帯が入らないため、住民が有
害鳥獣駆除に出ている時に発生した山林火災
の時は、携帯もつながらず大変困った。１基
で広範囲をカバーできるような場所に高出力
の基地局を作るなど、できるだけ整備を早く
お願いしたい。

【総合政策課長】中尾地区については、鉄塔
１基ではカバーできないなどの理由でできな
かった。光ケーブルは国道沿いには通ってい
るが、そこから集落までが距離が長く、尾八
重・岩井谷は約 20 キロ敷設したので１億円
ほどかかった。必要性は十分わかっているの
で、中尾地区を含め、東米良地区と穂北地区
の一部について、エリア化が必要として国と
県に要望をあげている。高出力の鉄塔につい
ては、九州総合通信局や通信事業者などと協
議しながら検討する。

　昨年10月１日から運行が開始された穂北
地区のコミュニティバス上下２便ずつの利用
状況について、教えていただきたい。また、
他の地区の状況もわかれば教えてほしい。

【総合政策課長】西都バスセンターから穂北
地区を経由して東米良の尾吐の方に行く路線
のなかに穂北の地域を組み込んでおり、路
線全体の利用者は延べ 1369 人、一日当た
り約８人（穂北地区は 0.5 人程度）であり、
現状は、東米良地区の利用が多い状態（※ 1）。
今後はまず立野地区に係るルート見直しを本
年 10 月から行いたいと考えている。
　他の地区の１日当たりの利用状況は、三納
地区が約 27 人、都於郡地区が約 24 人、三
財地区が約３人となっている。

　利用者にとっては不可欠な交通手段だと
思っている。利用者へのアンケートなどは実
施しているのか。実施していれば回答内容を
教えていただきたい。

【総合政策課長】運行の委託期間が５年間で
あり、委託期間の途中で１回アンケートを実
施予定（※ 2）。運行形態、時間帯などにつ
いて調査し、次回（平成 29 年度）の見直し
に反映したい。

　穂北地区の路線の経緯について伺いたい。
また、下水流から妻へ行くのに、下水流橋を
渡って千田地区を経由すると利用者は増える
のではと思う。

【総合政策課長】穂北地区についてはコミュ
ニティバス事業費の効率的な執行の観点か
ら、既存の東米良路線を活用したうえで決定
した。ご意見のように穂北地区には他に路線
のない地域はあるが、東米良地区からバスセ
ンターへ向かうにあたり、所要時間の負担が
ないルートを導入した。	

【問い合わせ】市民協働推進課　３２－１００５

全てのご意見やアンケート結果は、市ホームページに掲載しています。
また、市役所情報コーナーや各支所でも閲覧できます。

（※ 1）穂北地区コミュニティバスの利用状況については、昨年 10 月から導入し、運行は月曜から土曜まで（祝日を除く）
　　　 の１日２便で、本年４月までの利用状況となる。

（※ 2）7 月から 8 月にかけ、コミュニティバス内で利用者への聞き取り調査を実施。また、アンケート調査を市役所の情
　　　 報コーナーや各支所、ホームページなどで９月末まで実施中。

区長・自治会・地域づくり協議会

災害時避難場所への物資の備蓄

消防団員の確保

農産物のインターネット販売

山間部の携帯電話エリア拡大

コミュニティバス

　これからの西都に
ついて意見交換を行
う『協働の地域づく
り懇談会』が開催さ
れました。今年は５
月 15 日～６月２日
の期間に、市内７会
場で実施。395 人の
方が参加され、貴重
なご意見をいただきました。
　懇談会で出されたご意見の一部（要旨・抜粋）
をご紹介します。



今月号は、夏休み特別号として

8 ページの拡大版でお届けします。

13 September 2016 広報さいと 12September 2016 広報さいと
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わが家のアイドル（未就学児）・紙面で紹介してほしい市民（小学生以上）の情報・表紙の題字（さいと）

は随時募集中です。市総合政策課  さいとアピール係まで　℡ 32-1011　メール：koho@saito-city.jp
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７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
各
教
室

に
は
、
教
員
や
学
生
た
ち
が
国
旗

な
ど
で
飾
り
つ
け
し
た
8
カ
国

（
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

中
国
な
ど
）の
10
ブ
ー
ス
を
設
置
。

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
パ
ス
ポ
ー

ト
を
手
に
各
ブ
ー
ス
を
ま
わ
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

８
月
５
〜
７
日
、
延
岡
市
の
む

か
ば
き
青
少
年
自
然
の
家
で
『
市

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会

に
は
、
市
内
各
小
学
校
の
５
、６

年
生
97
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
飯

ご
う
炊
飯
、
カ
レ
ー
作
り
、
天
体

観
測
、
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
普
段
の

生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
野
外
活

動
を
体
験
。
そ
の
中
で
、
友
達
と

協
力
し
合
う
こ
と
を
学
び
、
他
校

の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

8
月
、
市
内
２
高
校
と
姉
妹
校

協
定
を
締
結
し
て
い
る
台
湾
の
高

校
２
校
が
来
市
し
、
野
球
の
練
習

試
合
な
ど
を
通
し
交
流
を
図
り
ま

し
た
。

　

8
月
1
日
～
5
日
、
西
都
商
業

高
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
新
北
市
鶯

歌
高
級
工
商
職
業
学
校
の
野
球
部

が
本
市
を
訪
れ
、
西
都
商
野
球
部

な
ど
と
練
習
試
合
を
行
い
ま
し

た
。

　

8
月
8
日
～
13
日
は
、
妻
高
校

の
姉
妹
校
で
あ
る
壽
山
高
級
中
学

が
本
市
に
訪
れ
、
妻
高
校
な
ど
と

練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

台
湾
の
２
校
は
滞
在
中
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
農
家
民

泊
な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

台湾から姉妹校２校が来市

　

８
月
11
日
、
東
米
良
で
『
親
子

で
田
舎
の
な
つ
や
す
み
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
の
中
で
遊
ん
で
も
ら

お
う
と
開
催
し
た
も
の
。
市
内
外

か
ら
小
学
生
18
人
、
大
人
24
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
東
米

良
上
揚
の
清
流
で
、
鮎
の
つ
か
み

取
り
や
川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
竹
箸
を
作
っ
た
り
、
捕

ま
え
た
鮎
の
塩
焼
き
や
流
し
そ
う

め
ん
を
食
べ
た
り
し
て
、
東
米
良

の
『
夏
』
を
満
喫
し
ま
し
た
。

西都市小学生英語村親子で田舎のなつやすみ

西都市子ども会リーダー研修会 市内の小学 5、６年生が
　　　　　　　２泊３日の宿泊学習

東米良の川で子どもたちが夏を満喫 宮崎国際大で英語を使った模擬旅行

市内２高校と台湾の姉妹校が
　　　　野球の試合などを通して交流



　

7
月
28
日
、
市
民
会
館
で

『
さ
い
と
未
来
塾
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
中
学
生
に
市

内
高
校
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
市
内
高
校
へ
の
進
学
に
つ

な
げ
よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
。
こ
の
日
は
市
内
中
学
校

の
1
～
3
年
生
約
８
３
０
人
が

参
加
。
妻
高
校
・
西
都
商
業
高

校
の
生
徒
に
よ
る
高
校
紹
介
や

両
高
校
の
卒
業
生
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
、
中
学
生
た
ち
は
市

内
の
高
校
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

15 September 2016 広報さいと 14September 2016 広報さいと

さいとの話題Topics

　

７
月
26
日
、市
民
会
館
で『
第

57
回
西
都
市
・
西
米
良
村
学
校

保
健
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
児
童
生
徒
が
健
や

か
に
育
つ
よ
う
に
西
都
市
・
西

米
良
村
学
校
保
健
会
が
毎
年
開

催
す
る
も
の
で
、
教
職
員
や
保

護
者
な
ど
が
参
加
。大
会
で
は
、

学
校
医
部
会
の
岩
見
晶
臣
先
生

に
よ
る
研
究
発
表
や
、
九
州
保

健
福
祉
大
学
准
教
授
で
臨
床
心

理
士
の
前
田
直
樹
先
生
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

西都市・西米良村学校保健大会

さいと未来塾

　

８
月
11
日
、市
民
会
館
で『
元

気
な
日
本
の
ふ
る
さ
と
西
都
あ

ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
市
民
大

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
域
と
警
察
な
ど
の
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
交
通

事
故
や
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
５
年
に
１
度
行
わ
れ
る

も
の
。
大
会
で
は
功
労
者
表
彰

や
講
演
の
ほ
か
、
県
警
察
音
楽

隊
の
演
奏
や
み
や
ざ
き
犬
の
ダ

ン
ス
、
米
良
美
一
さ
ん
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
ホ
テ
ル
プ
リ
ム

ロ
ー
ズ
前
で
『
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ 

Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
宵
街
フ
ェ
ス
タ
in

桜
町
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
本
市
飲
食
店
街
活
性
化
を

目
的
と
し
た
手
作
り
の
イ
ベ
ン

ト
。
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
会

場
に
は
地
元
飲
食
店
が
出
店
し

た
屋
台
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
や

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
多
数

出
演
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
、

来
場
者
は
料
理
を
楽
し
み
な
が

ら
祭
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

宵街フェスタ

国富町の短歌大会で最優秀賞を授賞した
銀上小学校 5 年　伊

い と う
東 俊

と し お
雄くん

インタ
　ビュー

　伊東くんが応募した短歌が、国富町で毎年
開催されている『平成 28 年度 第 29 回国富
町ふれあい短歌大会』において、小学生の部
の最優秀賞に選ばれました。最優秀賞は小学
生・中学生・高校生の部からそれぞれ１首選
ばれ、今年は県内 13 の小学校から 810 首の
応募がありました。
　作品は『道ばたにさいたスイバのくきをお
る口にひろがるレモンの味だ』。伊東くんは

「登下校中にスイバをなめたとき、レモンの
ような味がしたのでそれを歌にしました。大
きな賞状がもらえたのでうれしかったです。
これからは、ほかの短歌の大会にも挑戦して
みたいと思います」と話します。また、同校
５年の原将文くんの短歌『さくら散り道をピ
ンクにそめている雨にうたれてもっとこくな
れ』も佳作に選ばれました。

　

７
月
17
、
18
日
、
三
納
札
の

元
商
店
街
で
『
長
谷
観
音
夏
ま

つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
会
場
に

は
出
店
が
並
び
、
札
の
元
保
育

園
児
に
よ
る
踊
り
や
、
三
納
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
臼

太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
三
納
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
「
三
納
ふ
る
さ
と
音

頭
踊
り
」
も
あ
り
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
見
物
客
ら
は
、
三
納

の
夏
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

長谷観音夏まつり

なかたけ めみ ちゃん

上三財保育所・６歳
作品「おまつり」

愛美
わが家のちいさな

ドル術館

みんなで追い
かけっこをしたり、
花火を見たりしたよ。

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。

あんぜん・あんしん市民大会



ブルーベリー摘み取り体験

かがやきスクール

JA 西都 早期米出発式

児童館まつり

西都市小学校水泳大会 みんなでパクパク こども食堂

役場でくるま the 談義

三納カヌー教室

17 September 2016 広報さいと 16September 2016 広報さいと

インタ
　ビュー

　ＪＡ女性部の中でも、若い世代が集まるフレッシュ
ミズ（通称フレミズ）。そのフレミズの取り組みなど
を発表する作文コンクールで、中山由美さんが書いた
作品が最優秀賞に選ばれました。
　中山さんは『15 年の軌跡〜キューピーニーナちゃ
んと共に』と題した作文で、15 年前に地域の若手女
性約 15 人で結成したグループの名前が、キュウリな
どのフレッシュな作物のように周囲に浸透し愛されて
ほしいという思いを込めてネーミングされたことを紹
介。そして農業祭りや特産品づくりなど若手育成に努
める取り組みなどを紹介しました。
　夫の敬

たかし

さんと米やピーマン、ゴーヤなどを生産する
中山さん。「今は地域のミニバレーやソーラン節の練
習が楽しみ。フレミズとして上の年齢になってきたの
で、これからは私より上の世代とフレミズの若いメン
バーの架け橋になりたい」と話してくれました。

さいとの話題Topics

8
6

7
26

8
7

7
21

7
27

フレミズ作文コンクールで最優秀賞を受賞
三納　中

なかやま
山　由

ゆ み
美さん（43 歳）

8
5

7
16

インタ
　ビュー

　『Hinata あぐりんぬ』は女性農業者の増加やネット
ワーク強化などを目的に、県内各地域で活躍する女性
農業者 17 人で設立されたグループ。西都からは安藤
一美さんがメンバーとして参加しています。
　グループの活動に「地域の活性化や担い手不足の解
決にも繋がってほしい」と期待しています。「グルー
プの活動が広がるように、一緒に活動してくれる女性
を募集しています」と笑顔で教えてくれました。
　夫の義

よしろう

朗さんやその両親と、マンゴーやハウスキュ
ウリ、種籾などを生産しながら「農業は男性が中心で
苦労の多いイメージがあるけど、達成感や充実感を味
わえる素晴らしい職業。だから若い女性にも興味を
持ってもらえるように地元から農業の魅力を伝えた
い」とブログなどで情報発信にも取り組んでいます。
　『Hinata あぐりんぬ』の活動とともに、安藤さんの
活躍＆情報発信を楽しみにしています。

『Hinata あぐりんぬ』のメンバー
都於郡　安

あんどう
藤　一

ひ と み
美　さん（40 歳）

　

本
市
鹿
野
田
の
神
楽
酒

造 

西
の
都
ア
グ
リ
館
前

で
『
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み

取
り
体
験
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
三
財
で
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
観
光
農
園

を
経
営
す
る
川
﨑
年
治
さ

ん
が
企
画
し
た
も
の
。
こ

の
日
は
岩
崎
保
育
園
の
園

児
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静

和
園
に
入
所
す
る
高
齢
者

ら
15 

人
が
参
加
し
、
収

穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

茶
臼
原
小
学
校
で
『
か

が
や
き
ス
ク
ー
ル
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
小

学
生
に
高
校
生
な
ど
が
勉

強
を
教
え
る
夏
季
課
外
授

業
で
、
今
回
で
２
回
目
の

開
催
。
子
ど
も
た
ち
は
２

〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
先
生
役
の
妻
高
や
西

都
商
業
、
宮
崎
国
際
大
の

生
徒
・
学
生
に
質
問
を
し

な
が
ら
、
課
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。　

　

Ｊ
Ａ
西
都
第
１
集
出
荷

場
で
『
早
期
米
出
発
式
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

前
の
初
検
査
で
は
新
米

１
１
６
５
袋（
1
袋
30
㌔
）

を
検
査
し
、
1
等
米
比
率

が
94
％
と
な
り
ま
し
た
。

式
に
は
生
産
者
や
関
係
機

関
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
。
新
米
を
積
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
を
見
送
っ
た
後
、

参
加
者
に
お
に
ぎ
り
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
児
童
館
で
『
児
童
館

ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
み
な
が
ら
働
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
同
館
が
開
催
し

て
い
る
も
の
。
３
０
０
人

を
超
え
る
親
子
連
れ
が
訪

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
館
内

の
ブ
ー
ス
で
働
い
て
模
擬

通
貨
を
稼
ぎ
、
そ
の
通
貨

を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
や
買
い

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

妻
南
小
学
校
プ
ー
ル

で
、
市
内
の
小
学
5
、
6 

年
生
が
参
加
す
る
『
市
小

学
校
水
泳
大
会
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
泳

の
技
能
向
上
と
各
校
児
童

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。声
援
の
中
、

子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
。
計

20
競
技
の
う
ち
6
競
技
で

新
記
録
が
出
ま
し
た
。

　

市
児
童
館
で
『
み
ん
な

で
パ
ク
パ
ク 

こ
ど
も
食

堂
』
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
楽
し
く
ご
飯
を
食
べ
る

時
間
を
設
け
よ
う
と
同
館

が
月
に
１
回
開
催
し
て
い

る
も
の
。
こ
の
日
は
ミ
ニ

う
な
丼
、
サ
ラ
ダ
や
味
噌

汁
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も

や
親
子
連
れ
な
ど
約
50
人

が
会
話
を
し
な
が
ら
楽
し

く
食
事
を
し
ま
し
た
。

　

西
都
市
役
所
で
『
役
場

で
く
る
ま 

the  

談
義
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

河
野
俊
嗣 

宮
崎
県
知
事

と
出
席
者
が
意
見
や
提
案

を
交
換
す
る
も
の
で
、
各

市
町
村
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
市
役
所
の

20
代
～
30
代
の
職
員
が
出

席
し
、
若
手
な
ら
で
は
の

発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
発

表
。
県
知
事
と
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

三
納
小
中
学
校
南
側
の

三
納
川
で『
カ
ヌ
ー
教
室
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
三
納
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
。
川
の
堤
防
で
指
導

者
か
ら
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方

や
パ
ド
ル
の
漕
ぎ
方
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
た
子
ど

も
た
ち
は
川
に
入
り
、
カ

ヌ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

7
19

〜



妻南小バドミントン少年団
が市長室を訪れ、全国大会
出場を報告しました。

市内の教職員が人工呼吸や
心臓マッサージ、AED によ
る心肺蘇生法を学びました。

妻南小バドミントン少年団
市長表敬訪問　

市内教職員 AED 講習　防犯パトロール隊出発式

7
26

7
29

8
1

19 September 2016 広報さいと 18September 2016 広報さいと

園内で育てた夏野菜を使っ
て園児がピザを作り、みん
なで試食しました。

県公園協会の方を講師に迎
え、子どもたちはゴム鉄砲
や竹鉄砲を作りました。

征柔館と南空会の小中学生
が市長室を訪れ、全国大会
出場を報告しました。

高 校 総 体 に 出 場 し た 妻 高
ボート部が市長室を訪れ、大
会での結果を報告しました。

さいとの話題Topics

市 内 の 小 学 5、6 年 生 が
POP（本の紹介）作りなど、
図書館員の体験をしました。

このはな館前広場で開催。親
子で竹馬の作り方や遊び方
を学びました。

『からいも交流』の留学生 4
人とそのホストファミリー
が市長を表敬訪問しました。

市民会館で開催。パイプ製
の尺八や木製のオカリナを
親子で作りました。

　からいも交流
　　　　　市長表敬訪問

児童館　竹で遊ぼう

小中学生の空手選手
市長表敬訪問

　親子ワークショップ
　〜楽器を作ってみよう〜

山田保育所ピザ作り

　　  親子竹馬作り教室

図書館１日館員体験

　妻高ボート部
市長表敬訪問

8
2

8
2

7
15

8
7

8
9

7
30

8
10

7
23

市文化ホールで開催。映画
が上映され、ロビーでは人
権啓発活動が行われました。

女性グループ『めぶき』が
開催。子どもたちは牛乳パッ
クで貯金箱を作りました。

　『めぶき』　工作教室

　ふれあい映画祭・
ふれあい人権啓発展　

8
16

8
7

生きがい交流広場で開催。
さいと匠の会が講師となり、
水鉄砲などを作りました。

地域安全を目的とする防犯
パトロール隊の出発式が西
都警察署で行われました。

　

一
昨
年
、
イ
タ
リ
ア
に

お
い
て
、
本
市
出
身
の
偉

人
・
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
肖

像
画
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。　

今
回
、

日
本
と
イ

タ
リ
ア
の

国
交
正
常

化
１
５
０

周
年
を
記

念
し
、
国

交
を
深
め

た
伊
東
マ

ン
シ
ョ
た

ち
の
偉
業

を
伝
え
る
た
め
、
そ
の
肖
像
画
や
天
正

遣
欧
少
年
使
節
に
関
係
す
る
品
な
ど
の

展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
場
所
：
宮
崎
県
美
術
館

■
期
間
：
９
月
９
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
16
日
（
日
）

■
開
館
時
間
：
10
時
～
18
時

　
※
展
示
室
へ
の
入
室
は

　
　
　
　
　
　
　
　
17
時
30
分
ま
で 

■
休
館
日
：
月
曜
日
・
休
日
の
翌
日

　
　
　
（
土
・
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
）

■
入
場
料
：
無
料

■
主
催
：
宮
崎
県

伊
東
マ
ン
シ
ョ
肖
像
画
　
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　社会教育課　文化財係　☎ 43-0846

政
レポート

市
しせい

　ぼくは、あおき北小学校を転校するのがとてもつらかった
です。転校する日は、なみだがいっぱい出ました。つらいの
をのりこえて、学級のみんなに「さようなら」と言いました。
　ぼくは、始ぎょう式の日、都のこおり小学校に行きました。
始業式が終わって、自こしょうかいをしました。ぼくは、自
こしょうかいをするのがむずかしくて、心ぞうがとびだしそ
うでした。でも、自こしょうかいができたので、よかったです。
　始ぎょう式が終わって分校に、行きました。分校でも、み
んなの前で自こしょうかいをしました。２回目だったので大
きな声でできました。
　山田分校に来て、３か月がすぎました。山田分校のきゅう
食は、とてもおいしいです。友だちとは、よく遊んだりしゃべっ
たりしています。とてもたのしいです。これからも友だちと
なかよくすごしていきたいです。

題名　『あおき北小学校から転入してきた』

都於郡小学校
　　　  山田分校 4 年
　長

ながとも
友 いぶき くん 

小学生
　   の
   作文

さいと匠の会 工作教室8
6



21 September 2016 広報さいと 20September 2016 広報さいと

緊
急
災
害
対
策
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

コ
ン
サ
ー
ト
中
に
災
害
が
発
生
し
た

と
想
定
し
、
入
場
者
の
方
々
に
避
難
を

し
て
い
た
だ
く
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
関
係
機
関
の
協
力
に
よ

り
、
防
災
講
演
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
日
時
＝
９
月
４
日
（
日
）

　

13
時
開
場
、
13
時
30
分
開
演

■
場
所
＝
西
都
市
民
会
館

■
チ
ケ
ッ
ト
＝
５
０
０
円
（
未
就
学
児

　

は
無
料
。
膝
上
鑑
賞
に
な
り
ま
す
）

■
出
演
者
＝
Ｍミ

ー

ル

И
Ｐ
（
ピ
ア
ノ
と

　

バ
イ
オ
リ
ン
の
デ
ュ
オ
）、
Ｍモ

ス
Ｏ
Ｓ 

　

Ｔト

リ

オ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
（
エ
レ
キ
バ
ン
ド
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
西
都
市
民
会
館

　

☎
43–

５
０
４
８

健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
健
康
相
談

　

体
組
成
計
を
使
っ
て
、
内
臓
脂
肪
や

体
脂
肪
、
骨
量
、
足
の
筋
肉
量
な
ど
を

測
定
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
健
康
づ

く
り
の
方
法
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
法

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
13
日
（
火
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
＝
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
身
体
チ
ェ
ッ
ク
、血
圧
測
定
、

　

保
健
師
・
栄
養
士
の
個
別
相
談

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課
健
康
推

　

進
係　

☎
43–

１
１
４
６

テ
ニ
ス
の
日
　

　
初
心
者
の
た
め
の
テ
ニ
ス
教
室
開
催

■
日
時
＝
９
月
17
日
（
土
）　

10
時
〜

　

12
時
（
受
付
開
始
：
９
時
30
分
）

■
場
所
＝
西
都
原
運
動
公
園
（
屋
内
練

　

習
場
）

■
参
加
費
＝
５
０
０
円

　

９
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
左
記
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
県
テ
ニ
ス
協
会

　

☎
０
９
８
５–

21–

１
３
２
２

県
の
木
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス 

制
定
50
周
年

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
県
の
木
と
し
て
昭

和
41
年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
９

月
で
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
宮
崎

県
を
代
表
す
る
樹
木
の
中
で
、
県
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
３
種
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
・
オ
ビ
ス
ギ
・
ク
ス
）
か
ら
、
県
民

に
よ
る
投
票
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

県
総
合
政
策
部
広
報
戦
略
室

　

☎
０
９
８
５–

26-

７
０
２
６

平
成
28
年
度 

全
国
労
働
衛
生
週
間

　

平
成
28
年
度
（
第
67
回
）
全
国
労
働

衛
生
週
間
は
、
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま

で
を
準
備
期
間
と
し
、
10
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
の
期
間
で
、「
健
康
職
場 

つ

く
る 

ま
も
る
は 

み
ん
な
が
主
役
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生

管
理
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
労
働
局
労
働
基

　

準
部
健
康
安
全
課

　

☎
０
９
８
５-

38-

８
８
３
５

社
会
生
活
基
本
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
（
宮
崎
県
）
で
は
、

10
月
20
日
現
在
で
『
社
会
生
活
基
本
調

査
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
調
査
対
象
と
な

り
ま
し
た
場
合
は
、
９
月
以
降
、
調
査

員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
に
訪
問
い
た
し
ま

す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

県
総
合
政
策
部
統
計
調
査
課

　

☎
０
９
８
５–

26–

７
０
４
２

　

http://w
w

w.stat.go.jp/

全
国
一
斉
！ 

法
務
局
休
日
相
談
所

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
で
は
、
毎
年

10
月
の
第
１
日
曜
日
に
「
全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
２
日
（
日
）

　

10
時
〜
16
時
（
※
要
予
約
）

■
予
約
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
予
約
締
切
＝
９
月
30
日
（
金
）　

　

17
時
15
分
ま
で

■
相
談
料
＝
無
料

■
開
設
場
所
＝
宮
崎
会
場

　
「
宮
交
シ
テ
ィ
紫
陽
花
ホ
ー
ル
」

※
そ
の
他
、
都
城
・
延
岡
・
日
南
に
も

　

会
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
＝
不
動
産
お
よ
び
商
業
・

　

法
人
登
記
関
係
、
戸
籍
・
国
籍
関
係
、

　

供
託
関
係
、
人
権
問
題
な
ど
法
務
局

　

が
取
り
扱
う
事
務
全
般

■
相
談
担
当
者
＝
法
務
局
職
員
、
人
権

　

擁
護
委
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

　

土
地
家
屋
調
査
士

■
ウ
ェ
ブ
＝http://houm

ukyoku.

　

m
oj.go.jp/m

iyazaki

■
問
い
合
わ
せ
（
宮
崎
会
場
）
＝

9 月の閉館日
　5 日・12 日・20 日・26 日

　

平
成
28
年
4
月
1
日
よ
り
西
都

児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
は
地
方
独
立

行
政
法
人
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
役

に
た
て
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
当
院
に
お
け
る
循
環

器
内
科
診
療
に
関
し
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

循
環
器
内
科
は
毎
週
、
月
曜

日
・
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
前
中

に
、
次
の
循
環
器
疾
患
に
対
し
て

外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
高
血
圧
、②
虚
血
性
心
疾
患（
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
）、
③
不

整
脈
、
④
心
臓
弁
膜
症
、
⑤
心
不

全
、
⑥
心
筋
症
、
⑦
大
動
脈
瘤
・

大
動
脈
解
離
　
な
ど

　

ま
た
次
の
循
環
器
生
理
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
非

侵し
ん
し
ゅ
う襲
的
検
査
（
体
を
傷
つ
け
な

い
検
査
）
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
に

優
し
い
検
査
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

①
安
静
時
心
電
図
検
査
、
②
24
時

間
心
電
図
（
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
）

検
査
、
③
心
臓
超
音
波
（
心
エ

コ
ー
）検
査
、④
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー

運
動
負
荷
検
査
　
な
ど

　

現
在
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
冠
動
脈

造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
を
平
成
28
年
6
月

か
ら
稼
働
し
、
狭
心
症
な
ど
の
冠

動
脈
疾
患
の
評
価
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
当
院
で
は
徐
じ
ょ
み
ゃ
く脈

性

不
整
脈
に
対
し
て
心
臓
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
込
治
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
・

糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
を
放

置
す
る
と
、
動
脈
硬
化
が
急
速
に

進
み
、
心
臓
病
（
狭
心
症
な
ど
）

や
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
な
ど
）

な
ど
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
治
療
中
の
患
者

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
い
る

こ
と
が
多
い
主
婦
の
方
や
、
元
気

に
生
活
し
て
い
る
若
い
人
も
、
身

近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
で
定
期

的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

循
環
器
内
科
専
門
医
一
人
で
の

診
療
と
な
り
ま
す
が
、
循
環
器
疾

患
で
入
院
や
専
門
的
な
検
査
が
必

要
な
場
合
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

と
当
院
が
連
携
を
と
り
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
に
安
心
・
安
全
な
地

域
完
結
型
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

宮
崎
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
８
５-

22-

５
１
２
５

『
労
働
相
談
会
』
を
実
施
し
ま
す

　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
問
題
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
費
用
は

無
料
で
す
。
次
の
期
間
は
、
平
日
夜

間
、
土
曜
日
、
日
曜
日
も
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
の
で
、
現
在
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
な
ど
、
労
働
問
題

の
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

　

平
日
：
８
時
30
分
〜
20
時

　

土
日
：
９
時
〜
17
時

※
土
・
日
曜
に
お
越
し
の
際
は
、
事
前

　

に
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者
＝
県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す

　

る
労
働
者
お
よ
び
使
用
者

■
場
所
＝
宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
３
号
館
６
階
）

■
方
法
＝
電
話
、
面
談
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル
で
お
受
け
し
ま
す
。

○
相
談
専
用
「
働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

　

ト
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

☎
０
９
８
５–

26–

７
５
３
８

　
FAX
０
９
８
５–

20–

２
７
１
５

　

rohdohi@
pref.m

iyazaki.lg.jp

西都児湯医療センター　☎ 42-1113

くらしの情報

　図書館情報　☎ 43-0584

BOOKS

  「こなら亭のイメージ
は雑木林の別荘。なる
べく生活感をなくし、
心を解き放つ場にする
こと」。暮らしの豊かさ
が問われる今、暮らし
の主人公は住人で、心
の有り様こそが豊かさ
なのだと教えてくれる、
自宅『こなら亭』（宮崎
市）での日々を綴った
エッセイです。

『こなら亭暮らし』

  　木佐貫 ひとみ／著　ビィッセン出版

オススメの本

『リサイクル・ネイチャー素材で作る

　 小学生のアイデア工作』　学研プラス

〜市立図書館の新刊より〜

　ペットボトルや牛乳
パック、木の枝、貝殻
など身近な素材ででき
る工作を、大きな写真
と分かりやすい作り方
で紹介。自分のレベル
に応じて、作りたい工
作がきっと見つかりま
す。小学生の宿題など
に役立つ工作のアイデ
ア集。素材別・工作の
コツつき。

Information

西都児湯医療センター情報

市ホームページでも情報を配信しています。
http://www.city.saito.miyazaki.jp

循
環
器
内
科
の
診
療
に
つ
い
て

　
　
　
筆
者
：
循
環
器
内
科
部
長
　
川
本
理
一
朗



　

７
月
29
～
31
日
に
か
け
て
『
第

４
回
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
カ
ッ

プ
少
年
野
球
交
流
大
会
』
が
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
ゆ

か
り
の
あ
る
新
潟
県
燕つ
ば
め

市
、
愛

媛
県
松
山
市
、
沖
縄
県
浦
添
市
と

本
市
の
４
市
の
小
学
生
野
球
チ
ー

ム
に
よ
る
交
流
試
合
で
、
ヤ
ク
ル

ト
球
団
が
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

も
の
で
す
。

　

今
回
で
４
市
全
て
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

今
後
も
継
続
す
る
方
向
で
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
試
合
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
我
が
西
都
市
は
過
去
３
大
会

を
通
じ
て
念
願
の
初
勝
利
を
あ

げ
、
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
で
は
、
い
ず
れ
の
試
合

も
判
定
戦
に
も
つ
れ
込
む
な
ど
、

４
チ
ー
ム
の
力
が
拮
抗
し
て
お

り
、
ど
こ
が
優
勝
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
し
た
。
真
夏
の
炎

天
下
の
中
、
白
球
を
追
い
か
け
る

少
年
た
ち
の
姿
は
見
て
い
る
人
に

さ
わ
や
か
な
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
と
同
時
に
、
こ
の
中
か
ら
プ
ロ

野
球
選
手
が
誕
生
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
期
待
も
抱
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全

員
に
よ
る
大
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
年
た
ち
や

保
護
者
の
方
々
に
本
市
の
農
畜
産

物
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
市
し
た
少
年
た
ち
は

２
日
目
の
夜
か
ら
３
日
目
に
か
け

て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
農
家
民
泊
を
体
験
し
、
日
本

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
西
都
市
の
農

村
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
野
球
の
レ
ベ
ル
向
上
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
試
合
や
農
家
民
泊
で

の
交
流
を
通
し
て
、
情
操
と
意
識

の
高
揚
に
役
立
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
ヤ
ク
ル
ト
球
団
の
関
係

者
、
試
合
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
本
市
の
野
球
少
年
団
員
や
そ

の
保
護
者
、
監
督
や
コ
ー
チ
、
審

判
員
の
皆
さ
ま
に
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。　橋

田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

　黒木一明さんのポストカード７枚（お好きな
ものをお選びください）をセットで３人の方に
プレゼントします。

プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は9月30日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市広報担当「プレゼントもらっちゃおう9月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

7月号プレゼント「『大黒屋菓子店』のお菓子」の当選者で
す。おめでとうございます。

牧　野　謡　子　さま　（ 童子丸 ）
横　山　佳代子　さま　（ 鹿野田 ）
　東　　梅　子　さま　（ 新富町 ）

　
西
都
市
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
『
つ
ば
さ
館
』
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
活
動
を

日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
お
出
か
け
支
援
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
「
お
出
か
け
支
援
・
に
こ
に
こ

広
場
（
パ
オ
）」
は
、
毎
月
２
回
、

午
前
10
時
半
ご
ろ
か
ら
、
パ
オ
２

階
（
サ
ン
キ
横
）
に
て
行
っ
て
い

ま
す
。
保
育
士
と
一
緒
に
手
遊
び

や
歌
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、ペ
ー

プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）
な
ど
を

楽
し
ん
だ
り
、
毎
回
簡
単
な
工
作

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
も

楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
の
が
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
で
す
。
ア

ン
パ
ン
マ
ン
・
バ
イ
キ
ン
マ
ン
・

ド
キ
ン
ち
ゃ
ん
が
毎
回
交
代
で
保

育
士
と
一
緒
に
来
て
、
抱
っ
こ
し

て
く
れ
た
り
、
握
手
を
し
た
り
、

写
真
撮
影
も
で
き
ま
す
よ
。
着
ぐ

る
み
の
登
場
に
驚
い
て
し
ま
う
子

ど
も
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
た
ち
に
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
、
に
こ
に
こ
笑
顔
で

喜
ん
で
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
と
っ
て
も
嬉
し
く
も
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
支
援
へ
の
参
加
は
自
由

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
つ
ば

さ
館
』
は
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

素
敵
な
出
会
い
・
家
で
は
で
き
な

い
体
験
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

認
定
こ
ど
も
園
・
こ
ど
も
の
家
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
館

　

西
都
市
白
馬
町
３
番
地

　

☎
43-

１
０
４
９

●作り方
①食パンは食べやすい大きさに切る。
　※写真は６等分に切ったもの３枚
②きな粉、砂糖、塩を混ぜておく。
③牛乳と小麦粉をよく混ぜ合わせた中に
　①をくぐらせ、中温程度の油で薄いき
　つね色になるまで揚げる。
④③のあら熱が取れたら②をまぶす。　

ｒｅｃｉｐｅ
●材料（幼児２人分）
　食パン（6 枚切）･･･ １枚
　牛乳　　･･････　40 ｇ
　小麦粉　･･････　16 ｇ
　揚げ油　･･････　適量
　きな粉　･･････　10 ｇ
　砂糖　　･･････　10 ｇ
　塩　　　･･････　少々

揚げパン

保育所の調理室から
人気のカンタンおやつ

23 September 2016 広報さいと 22September 2016 広報さいと

『にこにこ広場』の様子

子育て支援センター

つばさ館

育てよう西都っ子

市長のやっちょるや通信

クッキング

プレゼント

くらしの情報

　黒木一明さんのポストカード７枚セット 

■人口　30,239 ( + 6)　  ■男   14,209 ( − 2)　■女  16,030 ( + 8)　
■世帯数　12,158 ( + 16)  ■転入  78　■転出   53
■出生  18    ■死亡   37　  ■高齢化率 (65 歳以上 )　33.73％ 

平成 28 年
8 月１日現在

人の

き動

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ

　
　

少
年
野
球
交
流
大
会

　
　
　
　
　

西
都
市
で
開
催
！



　

こ
の
話
は
55
年
昔
、
昭
和
36
年

春
、
米
良
の
銀し
ろ
か
み上
小
学
校
の
家
庭

訪
問
で
、
上か
み
あ
げ揚
地
区
を
回
っ
た
日

に
始
ま
る
。

　

銀
上
小
学
校
に
は
、
銀し
ろ
み鏡
地
区

と
上
揚
地
区
が
あ
る
。
学
校
名
は

銀
鏡
の
『
銀
』
と
上
揚
の
『
上
』

を
と
っ
て
銀
上
小
学
校
。
そ
の
上

揚
地
区
の
入
り
口
に
１
本
の
桜
の

老
木
が
あ
っ
た
。
花
の
色
と
形
が

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
は
違
っ
て
い
た
の

で
、
一
枝
採
っ
て
標
本
を
作
っ
て

お
い
た
。

　

そ
の
夏
、
宮
崎
大
学
の
平
田
教

授
が
植
物
調
査
に
来
ら
れ
た
。
早

速
標
本
を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
教
授
は
一
目
見
る
な
り
「
こ

れ
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
で
す
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
し
て
「
花
が
咲
い
た

後
に
は
葉
が
出
る
。
花
や
葉
の

茎
（
柄
）
に
毛
が
あ
る
。
萼が
く

が
壺

形
に
膨
ら
ん
で
い
る
の
で
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
と
は
別
種
で
す
。
ま
た
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
は
日
本
全
国
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
東
海
道

か
ら
近
畿
・
四
国
・
九
州
に
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
宮
崎
県
の
自
生
地

は
諸
塚
山
（
諸
塚
村
・
高
千
穂
町
）

と
須
木
村
で
す
。
こ
れ
で
こ
の
上

揚
は
新
し
い
産
地
で
す
」
と
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
七な
な
つ
や
ま

ツ
山
（
諸
塚
村
）、

三さ
ん
ぽ
う
だ
け

方
岳
（
椎
葉
村
）、越こ
し
の
お

野
尾
（
西

米
良
村
）、尾お
ま
た股
峠
（
西
米
良
村
）、

鉄て
つ
や
ま山
（
え
び
の
市
）、
小
林
で
も

見
つ
か
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
土
地
に
も
数
百
年
に

お
よ
ぶ
古
木
が
あ
り
、
新
潟
県

五ご
せ
ん泉
市
の
『
小
山
田
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
樹
林
』
と
霧
島
火
山
の
栗
野
岳

に
あ
る
『
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
自
生
南

限
地
』
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　

県
内
で
は
五
ヶ
瀬
町
の
浄
専
寺

境
内
の『
三
ヶ
所
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
』

が
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ド
ヒ

ガ
ン
の
園
芸
品
種
で
、幹
回
り
１
・

85
ｍ
、
樹
高
15
ｍ
、
樹
齢
数
百
年

の
巨
木
で
あ
る
。

　

米
良
で
は
こ
の
桜
を
エ
ド
ヒ
ガ

ン
と
は
呼
ば
な
い
。
昔
か
ら
『
米

良
桜
』
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）

発行／西都市役所
編集／総合政策課　〒 881-8501 宮崎県西都市聖陵町２丁目１番地
　　　Tel.0983-32-1011  Fax.0983-43-3654　メールアドレス／ koho@saito-city.jp
　　　ホームページアドレス／ http://www.city.saito.miyazaki.jp
印刷／吉永印刷　Tel.0983-43-0013

さいとさいと広
報

　本市では移住・定住対策に取り組んでいます。7 月 31 日、東京で開催された宮崎県
主催の移住相談会に本市も参加してきました。都知事選と日程
が重なってしまった影響か、相談者の人数は少なかったものの、
本市のブースを訪れた方には熱心に話を聞いていただけました。

　今後も、移住を考えている人に西都市を選んでもらえるよう PR してい
きますので、皆さんのまわりに移住を考えている方がいらっしゃいました
ら、ぜひ情報をお寄せください。　　（さいとアピール係　一同）

滝 

一
郎 

の
ひ
と
つ
せ

第
３
回米 

良 

桜

編集
後記
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